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知識、技術、論理化&体

系化された経験を増や
し、深めていけば、各能
力は向上する。 

知識、技術の学習なしに、
経験に頼れば、固定された
パターンになり、広がりにくく
なる。 

能力評価をする前に、知識、
技術、視点の学習を提供す
るか、方法を提示しておくべ
きである。 

組織としての、目的、方向
は明らかにしておく必要が
ある。明らかにされていな
ければ、各能力が分散して
しまい、人材能力を集中し
にくくなる。 

表現力 

相手への認識がいる。 

伝える内容がある。 

表現結果の目的がある。 

表現手段がある。 

表現技術がいる。 

相互依存・協働意識がある。 

成果 

理解力 

対象枠を知覚する。 

性質・特徴を受け入れる。 

実態をつかみ表現する。 

比較できるモノを持つ。 

相関・相反を分類できる。 

認識するための前提がある。 

成果 

分析力 

対象を特定（限定）している。 

構成要素を取り出す。 

意思決定の材料を取りだす。 

分析方法と技術を持つ。 

分類枠を削除できる。 

詳細確認と知覚がいる。 

成果 

応用力 

対象への適応意識がある。 

改善・転換の意識がある。 

成果イメージがある。 

道具と材料を持つ。 

他分野との混合ができる。 

応用する必然がある。 

成果 

創造力 

位置としての四次元がある。 

位置・立場の変換ができる。 

創造した後の始めがある。 

理想形、最適性を持つ。 

パターン認識が日常である。 

相関、相反する物語を持つ。 

成果 

評価 対象と目的、最適意識レベル 知識・技術・認識レベル 

達成目的のレベルがある。 

完璧さへのレベルがある。 

能力評価を、能力として評価する
傾向にあるが、前提、能力の構成
要素を含めなければならない。 

能力評価は、成果評価を中心に実施するのが適切である。但し、能力を構成する知識、技術レベルと目的意識に関わる２
種類（３０項目）を検討しておく必要がある。表現力等の単独能力は成長を図るための要素としてとらえるのが適切である。 

能力は別々に単独で発揮されない。常に全体を含めた思考力と行動力で判断される。 
 一般には、創造力を除
く４つの能力に焦点があ
てられている場合が多い。 
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